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市 の 人 口●129,723人（−55人）
市の世帯数●55,624世帯（＋10世帯）
 平成25年11月1日現在（　）は10月1日との増減

市
庁
舎
か
ら
望
む

う
っ
す
ら
と
雪
を
冠
し
た
大
山

ま
ち
と
ま
ち
を

　
　
　
　
つ
な
ぐ
強
い
絆

�

〜
須
賀
川
市
と
友
好
交
流
都
市
協
定
を
締
結
〜

　
夜
空
を
焦
が
さ
ん
ば
か
り
に
燃
え
盛
る
松た
い

明ま
つ
。
大
観
衆
の
前
で
火
の
粉
を
舞
い

上
が
ら
せ
、
時
折「
パ
ァ
ン
、
パ
ァ
ン
」 

と
竹
の
破
裂
音
が
聞
こ
え
る
、
日
本
三
大

火
祭
り
の
一
つ
福
島
県
須
賀
川
市
の「
松
明
あ
か
し
」で
す
。

　
市
で
は
、
11
月
10
日
に
、
平
成
19
年
か
ら
都
市
間
交
流
を
続
け
て
き
た
福
島
県

須
賀
川
市
と
友
好
交
流
都
市
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
４
２
０
年
以
上
の
伝
統
を

誇
る「
松
明
あ
か
し
」と
同
様
に
、
両
市
の
間
で
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
青
少

年
な
ど
の
市
民
間
の
友
好
交
流
が
末
永
く
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

担
当�

市
民
協
働
課
　
☎
０
４
６（
２
５
２
）８
０
３
５

�

　

０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　須賀川市は、福島県のほぼ中央に位置し、
南北には丘陵地が広がっています。西に那須
連峰、東に阿武隈山地の山並みを望み、市内
を阿武隈川、釈迦堂川が流れる豊かな自然環
境に恵まれた市で、米をはじめキュウリなど
の農産物の生産が盛んです。また、福島県の
空の玄関口である福島空港が所在し、東北縦
貫道や東北新幹線など交通の便も良く、首都
圏へのアクセスに恵まれています。

福島県須賀川市って
こんなところ

　「松明あかし」は毎年11月の第 ２土曜日に開催され「日本
三大火祭り」に数えられる須賀川市伝統の祭りです。この祭
りは伊達政宗が須賀川城を攻め落とした際に命を落とした
人々の霊を弔うために始まったとされています。
　最大で高さ約10メートル、直径約 2メートルの約 3トンに
もなる大松明を担いで街を練り歩いた後、夕刻に五老山山頂
に立てた約30本の大松明に火がつけられます。
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○人　口　77,242人
○世帯数　26,253世帯
○面　積　279.55平方キロメートル
○市の花　ボタン
○市の木　アカマツ
○市の鳥　カワセミ
　※平成25年10月現在

福島県須賀川市　友好交流都市協定の締結式は、11月10日に須賀川市内で行わ
れ、座間市からは遠藤市長をはじめ、副市長や議長、国内友好都
市推進委員会委員長など約20人が出席しました。
　式では、遠藤三紀夫座間市長と橋本克也須賀川市長が友好交流
都市協定書に調印し、握手を交わしました。遠藤市長は「今後は
さらなる絆が深まるように取り組み、教育・文化・福祉・産業経
済などのあらゆる分野で官民一体となって交流を進めたい」とあ
いさつをしました。

友好交流都市協定締結式

友好交流都市協定締結の経緯などについては ２面に掲載しています。
座間市

須賀川市

須賀川市マスコット
キャラクター　　　

ボータン
左から座間市の小俣副市長・遠藤市長、須賀川市の橋本市長・石井副市長
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　友好交流都市協定締結を記念してクリアファイル
を作製しました。表面は両市のマスコットキャラク
ター「ざまりん」と「ボータン」が飾り、裏面では
それぞれの市の概要・地理・歴史を紹介していま
す。両市 2 種類のデザインを作製し、二つの表面を
合わせると大きな円ができあがるデザインとなって
います。
　このクリアファイル
は、市が開催するイベン
トなどで配布する予定で
す。

記念クリアファイルを作製 ! !
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　須賀川市内には、国指定名勝「須賀川牡丹園」や日本の滝百選「乙字ヶ滝」などの名所、 1 万発の
花火が彩る「釈迦堂川全国花火大会」や日本三大火祭りの「松明あかし」などのイベントが有名で、
俳人松尾芭蕉が「奥の細道」の旅路で ８ 日間滞在した宿場町としても知られています。また、「ムシ
テックワールド（ふくしま森の科学体験センター）」といった自然に触れ合うことができる施設も充
実しています。

須賀川市の魅力
　須賀川市は、ウルトラマンの故郷「Ｍ78星
雲光の国」と姉妹都市提携を行っています。
　これは、ウルトラマンの生みの親である円
谷英二さんが須賀川市出身であったことに由
来するものです。市内には、円谷監督生誕地
モニュメントを始めさまざまな場所にウルト
ラヒーローや怪獣のモニュメントなどがあり
ます。

すかがわ市M78光の町

須賀川サポーターズクラブ会員募集

　明和 3 年（1766年）に薬種商の伊藤祐倫が
ボタンの苗木を持ち帰って栽培をしたことが
始まりと言われ、昭和 7 年には国の名勝に指
定されました。290種7000株のボタンが大輪
の優雅な花を咲かせます。

須賀川牡丹園

　釈迦堂川で開催
される夏の風物詩
で、毎年お盆明け
の最初の土曜日に
開催されます。約
1 万発の花火が夏
の夜空を彩り、市
内外から約30万人
の観衆でにぎわい
ます。

須賀川市釈迦堂川
全国花火大会

　「すかがわ市M78光の町」は、ウェブ
サイトにある夢と元気にあふれた町で
す。住民登録すると住所や坪数などが自
動で割り振られます。
　登録は無料で、http://m78-sukaga 
wa.jp/から登録ができます。ウルトラ
ヒーローが飛び交う町の住民になりませ
んか？

仮想都市
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　須賀川サポーターズクラブは、須賀川市外に在住
の方で須賀川市の復興・発展を支援する「応

サポーターズ

援人」
の会で、入会は無料です。
　須賀川市の魅力を全国へ発信したり、交流や連携
を深めたりしてもらえる方は、須賀川市または須賀
川サポーターズクラブのホームページwww.city.
sukagawa.fukushima.jp/sapota_hp/からご入
会ください。

交流会で大きな輪をつくる両市の子どもたち



 市マスコット
 キャラクター

「ざまりん」

担当　健康づくり課　☎046（252）7225　 046（255）3550

10120（867）860（通話料無料）
※つながらない場合は☎03（5524）8500へ、
聴覚障がい者は専用ファクス 03（3562）8435へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当　医療課　☎046（252）7295　 046（252）7043

座間市24時間健康電話相談
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救急診療� 担当　医療課　☎046（252）7295　 046（252）7043

◆休日（日曜日・祝日）昼間
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間

内科・外科 ☎０４６（２５２）９０９０ 休日急患センター
（市民健康センター１階）

午前９時～１１時４５分、午後2時～4時４５分
歯　科 ☎０４６（２５２）８２１７ 午前９時～１１時４５分、午後2時～4時３０分

耳鼻咽喉科 ☎０４２（７５６）９０００ 相模原南メディカルセンター
（相模原市相模大野） 午前９時～１１時３０分、午後1時３０分～4時３０分

婦人科・眼科 消防テレホンサービス☎０４６（２５１）０１１９でご確認ください。午前９時～正午、午後2時～5時（診療時間）
小児科

（外科系を除く）☎０４６（２５５）９９３３ 
休日急患センター

（市民健康センター１階） 午前９時～１１時４５分、午後2時～4時４５分

◆夜　間
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間

内　科 ☎０４６（２５２）９０９０ 休日急患センター
（市民健康センター１階）

月曜～金曜日　　　  ：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

外　科 消防テレホンサービス☎０４６（２５１）０１１９でご確認ください。午後６時～１０時（診療時間）
小児科

（外科系を除く）☎０４６（２５５）９９３３
休日急患センター

（市民健康センター１階）
月曜～金曜日　　　  ：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

◆深　夜
診療科目 診療場所 受付時間

内科・外科 消防テレホンサービス☎０４６（２５１）０１１９でご確認ください。午後１０時～翌日午前8時
小児科

（外科系を除く） 小児救急情報センター☎０４６（２５５）９９３３でご確認ください。午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

※聴覚障がい者専用問い合わせ先　 ０４６（２５１）５２６３
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

ＢＣＧ接種
▽とき＝①12月 ４ 日（水）②12日（木）午後 １ 時
15分〜 ２ 時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝
市民健康センター▽対象＝①平成25年 ５ 月生まれ
②平成25年 ６ 月生まれ（対象者には個人通知しま
す）と対象月に受けられなかった 1歳未満児

育児相談
と　き ところ 受付時間

12月 6 日（金） ひばりが丘コミュニティセンター 午前 ９ 時30分
　～10時30分12月13日（金） 北地区文化センター

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・育児の相談
▽持ち物＝母子健康手帳▽参加方法＝直接会場へ

もぐもぐ教室
▽とき＝12月19日（木）午前 ９ 時15分〜 9 時45分
受け付け（教室は午前11時30分ぐらいまで）▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝離乳食のすすめ
方、子どもの発達について▽対象＝おおむね生後
７ 〜 ８ カ月児とその保護者（離乳食が ２ 回食の
赤ちゃん）▽定員＝30人（申込順）▽持ち物＝母
子健康手帳、ティースプーン、抱っこひもなど▽
申込方法＝電話予約

４カ月児健康診査
▽とき＝12月17日（火）午後 １ 時〜 ２ 時▽ところ
＝市民健康センター▽対象＝平成25年 ８ 月生まれ

８〜 10カ月児健康診査
　市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査
を実施しています。対象者には個人通知をします
ので、あらかじめ医療機関に電話連絡の上、母子
健康手帳をお持ちになり受診してください。

１歳６カ月児健康診査
◆内科▽とき＝対象者に通知▽ところ＝指定医療
機関▽対象＝平成24年 5 月生まれ
◆歯科▽とき＝12月 ４ 日、11日いずれも水曜日午
前 ９ 時30分〜10時30分▽ところ＝市民健康セン
ター▽対象＝平成24年 ４ 月生まれ

２歳児歯科健康診査
▽とき＝12月18日（水）午後 １ 時〜 ２ 時受け付け
▽ところ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、
予防処置と育児相談など（予防処置は希望者のみ
で有料）▽対象＝平成23年11月生まれ▽持ち物＝
母子健康手帳、歯ブラシ▽参加方法＝直接会場へ
（事前通知はありませんのでご注意ください）

３歳６カ月児健康診査
▽とき＝12月10日（火）午後 １ 時〜 ２ 時▽ところ
＝市民健康センター▽対象＝平成22年 ６ 月生まれ
▽持ち物＝母子健康手帳他

健康相談
▽とき＝①12月13日（金）午前 ９ 時30分〜10時30
分②16日（月）午後 ２ 時〜 ３ 時受け付け▽ところ
＝①北地区文化センター②市民健康センター▽内
容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談、禁煙相談（対象は １ カ月以内に禁煙を始め
たい方。要予約）▽持ち物＝健康手帳▽参加方法
＝直接会場へ

　平成25年 ９ 月分までの年金額は、平成12年度
から14年度にかけて、物価が下落したにもかか
わらず、年金額が据え置かれたことで、本来の
水準よりも2.5パーセント高い水準（特例水
準）となっています。
　そこで、平成24年の法律改正で、平成25年10
月、平成26年 ４ 月および平成27年 ４ 月に段階的
に特例水準を解消することにより、年金財政の
改善を図るとともに、将来の受給者となる若い
世代にも考慮して、世代間の公平を図ることと
なりました。
　このため、平成25年10月分として支払われる
年金額（12月からの振込額）からは、 ４ 〜９  月
分の額に比べ、1.0パーセント引き下げられる
改定が行われます。
　今後も特例水準解消のため、平成26年 ４ 月に

○ところ　指定医療機関（市ホームページま
たは広報ざま ６ 月15日号を参照）

○受診方法　指定医療機関に電話予約後、
５ 月に対象者へ送付済の施設検診受診確認
票（紛失した場合は身分がわかるもの）を
持参して直接医療機関へ

※非課税世帯の世帯員（受診前に担当に申請
が必要）と75歳以上の後期高齢者は受診料が
無料となります。
担当� 健康づくり課
� ☎046（252）7225　 046（255）3550

1.0パーセント、平成27年 ４ 月に0.5パーセント
それぞれ引き下げられることが予定されていま
す。
　改定後の年金額は、日本年金機構が発行する
年金額改定通知書により、お知らせされますの
でご確認ください。
○問い合わせ先　▽ねんきんダイヤル＝☎0570

（05）1165（ＩＰ電話、ＰＨＳ電話からは☎03
（6700）1165）月曜〜金曜日の午前 8 時30分〜午
後 5 時15分受け付け（祝・休日を除く。月曜日
は午後 7 時まで延長。また、毎月第 2 土曜日は
午前 ９ 時30分〜午後 ４ 時受け付け）▽厚木年金
事務所お客様相談室＝☎046（223）9083（直通）
担当� 国保年金課
� ☎046（252）7035　 046（252）7043

お早めに受診を！
12月で終了する施設検診

平成25年12月から支払われる年金額について
〜特例水準解消により引き下げ〜

検診種別 対象年齢
（ ４ 月 １ 日現在） 受診料

前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000円

肝炎ウィルス検診 40歳以上で
受診歴のない方 1,000円

成人歯科健診 40歳以上の方 500円
子宮がん検診

（頸
けい

部）
20歳以上の女性

1,700円

子宮がん検診
（頸

けい

部＋体部）
2,500円
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【
統
計
調
査
】

○
佐
藤
廣
子（
相
模
が
丘
５
丁

目
）＝
各
種
の
統
計
調
査
に

精
励
さ
れ
、
統
計
行
政
の
推

進
に
寄
与

【
市
民
生
活
】

○
座
間
Ｓ
Ｃ
相
模
が
丘
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊（
相
模
が
丘
３

丁
目
）＝
自
主
防
犯
活
動
を

幅
広
く
展
開
さ
れ
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
向
上

に
寄
与

○
牧
野
定
雄（
小
松
原
２
丁

目
）＝
地
域
活
動
に
献
身
的

に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
社
会

の
発
展
に
寄
与

【
保
健
体
育
】

○
曽
根
武
夫（
栗
原
中
央
１
丁

目
）＝
座
間
市
野
球
協
会
の

礎
を
築
き
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
に
貢
献

【
社
会
福
祉
】

○
石
塚
康
子（
入
谷
４
丁
目
）＝

地
域
の
福
祉
事
業
に
尽
力
さ

れ
、
児
童
福
祉
の
向
上
に
寄

与
○
髙
松
一
枝（
緑
ケ
丘
４
丁

　

市
で
は
、
11
月
３
日（
日
）に

座
間
市
技
能
功
労
者
等
表
彰
式

を
行
い
、
次
の
８
人
の
方
を
表

彰
し
ま
し
た（
敬
称
略
）。

　

こ
れ
は
、
長
く
同
一
の
職
種

に
従
事
し
、
後
進
の
指
導
・
育

成
や
業
界
の
発
展
に
努
め
る
な

ど
の
理
由
に
よ
り
各
団
体
な
ど

か
ら
推
薦
さ
れ
、
な
お
か
つ
表

彰
選
考
委
員
会
の
厳
正
な
審
査

【
優
良
技
能
表
彰
者
】

木
村
大
輔（
㈱
三
寶
天
壽
企

画
）、
黒
島
昌
彦（
日
産
自
動
車

㈱
座
間
事
業
所
）

　

国
で
は
、
「
エ
イ
ジ
レ
ス
・

ラ
イ
フ
実
践
事
例
」
と
し
て
、

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
自
ら
の
責

任
と
能
力
に
お
い
て
自
由
で
生

き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
高

齢
者
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
毎
年

紹
介
し
て
お
り
、
相
模
が
丘
在

住
の
寺
島
豪
さ
ん
が
平
成
25
年

度
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践

者
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
島
さ
ん
は
、
退
職
後
20
年

間
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た

担
当�

商
工
観
光
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）７
６
０
４

�

０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０ 

技
能
功
労
者
等
表
彰

　
菊
薫
る
11
月
３
日
「
文
化
の
日
」
に
、
統
計
調
査
、
市
民
生
活
、
保
健
体
育
、
社
会
福

祉
、
教
育
文
化
の
各
分
野
で
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
10
人
・
１
団
体
へ
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
健
康
増
進
な
ど
に
寄
与
さ
れ
た
３
人
や
貴
重
な
浄
財
を
寄

附
さ
れ
た
１
人
・
６
団
体
と
、
市
立
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
へ
の
寄
贈
を
さ
れ
た
１
団
体
に

も
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）
。

担
当�

秘
書
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）７
５
４
４　

０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

目
）＝
地
域
の
福
祉
事
業
に

尽
力
さ
れ
、
児
童
福
祉
の
向

上
に
寄
与

【
教
育
文
化
】

○
𠮷
川
正
昭（
入
谷
１
丁
目
）＝

伝
統
芸
能
で
あ
る
入
谷
歌
舞

伎
会
の
再
結
成
・
継
承
に
尽

力
さ
れ
、
伝
統
文
化
の
向
上

に
寄
与

【
市
民
生
活
】

○
池
田
民
男（
ひ
ば
り
が
丘
５

丁
目
）＝
交
通
指
導
員
と
し

て
交
通
安
全
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

【
保
健
体
育
】

○
大
井
愼
一（
綾
瀬
市
）＝
体
育

指
導
委
員
と
し
て
社
会
体
育

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与

○
川
口
晃（
東
原
５
丁
目
）＝
学

校
・
保
育
園
嘱
託
医
と
し
て

保
健
医
療
の
充
実
に
尽
力
さ

れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

【
社
会
福
祉
】

○
星
温
子（
栗
原
）＝
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与

○
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
エ
ナ

ジ
ー
サ
プ
ラ
イ
㈱（
広
野
台

２
丁
目
）＝
環
境
政
策
に
対

す
る
深
い
理
解
を
も
っ
て
、

貴
重
な
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与

○
長
江
亦
周（
埼
玉
県
）＝
次
世

代
育
成
に
対
す
る
深
い
理
解

を
も
っ
て
、
貴
重
な
浄
財
を

寄
附
さ
れ
、
学
校
教
育
の
進

展
に
寄
与

○
海
老
名
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ス

ク
ー
ル（
海
老
名
市
）＝
交
通

安
全
推
進
に
対
す
る
深
い
理

解
を
も
っ
て
貴
重
な
浄
財
を

寄
附
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与

○
東
京
ガ
ス
㈱
神
奈
川
西
支
店

（
藤
沢
市
）＝
市
立
市
民
健
康

セ
ン
タ
ー
に
備
品
を
寄
贈
さ

れ
、
安
全
・
安
心
な
管
理
運

営
に
寄
与

○
故 

渡
邊
隆
弘（
入
谷
４
丁

目
）＝
市
健
康
文
化
都
市
大

学
実
行
委
員
会
会
長
を
務
め

ら
れ
、
市
民
の
健
康
増
進
に

寄
与

○
伊
藤
幸
子（
立
野
台
１
丁

目
）＝
市
乳
幼
児
健
康
診
査

の
実
施
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
補
助
さ
れ
、
保
健
衛
生

推
進
に
寄
与

○
金
井
雅
仁（
相
模
が
丘
４
丁

目
）＝
市
歯
科
医
師
会
の
発

展
に
努
め
ら
れ
、
市
政
の
進

展
に
寄
与

○
相
武
台
中
原
自
治
会（
相
武

台
２
丁
目
）＝
市
の
地
域
福

祉
充
実
に
対
す
る
深
い
理
解

を
も
っ
て
、
募
金
活
動
に
よ

る
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与

○
㈲
日
栄
ハ
イ
ム（
相
模
が
丘

４
丁
目
）＝
市
の
地
域
福
祉

充
実
に
対
す
る
深
い
理
解
を

も
っ
て
、
貴
重
な
浄
財
を
寄

附
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄

与
○
あ
ゆ
み
の
会（
厚
木
市
）＝
市

　

11
月
16
日
、
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
主
催
に
よ
る「
座
間

市
交
通
安
全
推
進
大
会
」が
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間（
市

民
文
化
会
館
）で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
交
通
安
全
功
労

者
表
彰
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
並
び
に
交
通
安
全

標
語
の
入
賞
者
の
表
彰
式
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け

た
方
々
は
次
の
皆
さ
ん
で
す

（
敬
称
略
）。

の
地
域
福
祉
充
実
に
対
す
る

深
い
理
解
を
も
っ
て
、
貴
重

な
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与

○
よ
も
ぎ
の
会（
ひ
ば
り
が
丘

２
丁
目
）＝
市
の
地
域
福
祉

充
実
に
対
す
る
深
い
理
解
を

も
っ
て
、
貴
重
な
浄
財
を
寄

附
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄

与

　
一
般
表
彰

　
自
治
功
労
表
彰

　
感
謝
状
贈
呈

担
当�

安
全
防
災
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）８
１
５
８

�

０
４
６（
２
５
２
）７
７
７
３ 

交
通
安
全
推
進
大
会
を
開
催

〜
交
通
安
全
功
労
者
な
ど
を
表
彰
〜

担
当�

福
祉
長
寿
課　
☎
０
４
６（
２
５
２)

７
１
２
７

�

０
４
６（
２
５
６)

３
６
０
０ 

わ
り
ば
し
鉄
砲
づ
く
り
名
人
の
寺
島
さ
ん

が
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
事
例
に

市
政
功
労
者
10
人
・
１
団
体
を
表
彰
、

４
人
・
７
団
体
に
感
謝
状

【
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
】

い
づ
み
ソ
フ
ト
会（
栗
原
中
央

５
丁
目
）、
日
産
プ
リ
ン
ス
神

奈
川
販
売
株
式
会
社
座
間
店

（
入
谷
２
丁
目
）、
日
産
自
動
車

株
式
会
社
座
間
事
業
所（
広
野

台
２
丁
目
）、
座
間
交
通
安
全

協
会
相
武
台
支
部（
緑
ケ
丘
５

丁
目
）

【
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
】

▽
最
優
秀
賞
＝
榎
本
光
凱（
入

谷
小
学
校
６
年
）▽
優
秀
賞
＝

佐
竹
樹（
中
原
小
学
校
２
年
）、

横
内
伶
都（
入
谷
小
学
校
３

年
）、
阿
久
津
美
芽（
相
模
野
小

学
校
６
年
）、
今
村
咲
月（
相
模

中
学
校
１
年
）

【
交
通
安
全
標
語
】

▽
最
優
秀
賞
＝
吉
田
統
哉（
相

模
が
丘
小
学
校
２
年
）▽
優
秀

賞
＝
渋
谷
稔（
座
間
小
学
校
２

年
）、
山
口
瑞
月（
栗
原
小
学
校

４
年
）、
山
本
緩
奈（
東
原
小
学

校
６
年
）、
岩
堀
悠
太（
一
般
）

を
経
て
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
技
能
功
労
表
彰
者
】

江
成
建
治（
㈱
キ
イ
ヤ
座
間
工

場
）、
熊
沢
光
章（
日
産
自
動
車

㈱
座
間
事
業
所
）、
長
澤
由
男

（
日
産
自
動
車
㈱
座
間
事
業

所
）、
桑
田
光
春（
座
間
市
商
工

会
）、
原
秋
栄（
座
間
市
商
工

会
）、
山
口
啓
子（
県
理
容
生
活

衛
生
同
業
組
合
）

め
に
「
わ
り
ば
し
鉄
砲
づ
く

り
」
を
教
え
、
お
も
ち
ゃ
を
手

作
り
す
る
楽
し
さ
を
伝
え
続
け

て
い
ま
す
。

寺島さん（中央）と共に活動を続け
る前田さん（右） 今回、受賞された皆さん

今回、受賞された皆さん



12月に納めていただくのは
▽市県民税（第 4期）▽国民健康保険税（第 7期）
※最寄りの市指定金融機関など（ゆうちょ銀行を含む）、郵便局、市役
所、東・西・北出張所で納めてください。使用料などもお忘れなく。
※納期限を過ぎると、延滞金を納めていただく場合があります。
※毎月第 ２・第 ４土曜日午前 ８時30分から正午まで、市役所で市税、国
民健康保険税の納付窓口を開設しています（今月は12月14日・28日）。
※詳しい内容は収納課☎046（252）8021へ（国民健康保険税については国
保年金課☎046（252）7003へ）。

区　分 と　　　き と　こ　ろ
消 費 生 活
（訪問販売・多重債務など）

毎週月曜〜金曜日午前 ９時30分〜正午と
午後 １時〜 ３時30分（第 ２水曜日（11日）は午後のみ）

☎０４６（２５２）8490
（電話相談も可）

弁 護 士
（ 面 談 の み ）

10日夜
11日
17日夜
18日
24日夜
25日

毎月第 ２・第 ３・第 ４火曜日
午後 ６時30分〜 ９時
毎月第 ２・第 ３ ・ 第 4 水曜日
午後 １時30分〜 ４時30分

予約制（電話可）
受付☎０４６（２５２）８２１８
市役所 1階相談室
※ 2日午前 ８時30分か
ら今月分を受け付け、
いずれも定員になり次
第、締め切ります。な
お、弁護士相談は年間
一人につき１ 回（25分
以内）、その他の相談
は一人30分以内とさせ
ていただきます。相談
される要点をよく整理
してお越しください。

行 政
（国に対する要望） 19日 毎月第 ３木曜日午前 ９時30分〜11時30

分
行 政 書 士
（相続・成年後見）

12日
19日

毎月第 ２・第 ３ 木曜日午後 １時30分〜
４時30分

交 通 事 故 17日 毎月第 3火曜日午後 １時30分〜 ４時
不 動 産
（取引・契約） 26日 毎月第 ４木曜日午後 １時30分〜 ４ 時30

分
分譲マンション
（近隣・管理組合） 13日 毎月第 ２金曜日午後 １時30分〜 ４ 時30

分（12日まで受け付け）

市 民 一 般 毎週月曜〜金曜日午前 ９時〜午後 ４時30分
担当　広報広聴人権課 ☎０４６（２５２）８２１８

人権擁護委員
（近隣問題など） 10日 午前 ９時〜11時30分 北・東地区文化センター

ドメスティック
バイオレンス

毎週月曜・水曜・金曜日午前 ９時〜正午と
午後 １時〜 ５時15分

市役所 １階
広報広聴人権課

担当　広報広聴人権課 ☎０４６（２５２）８４８３

住 ま い 探 し
（ 高 齢 者 ）

17日
偶数月第 ３火曜日午後 １時30分〜 4時
（電話予約制。16日までに（社）かながわ住
まい・まちづくり協会☎045（664）6896へ）

市役所 4階 4 - 1 会議室

担当　福祉長寿課 ☎０４６（２５２）7127

障 が い 者
就 労 支 援

毎週月曜・火曜・木曜日午前10時〜正午と
午後 １時〜 ３時（予約制（電話可））

市役所 １階
障がい福祉課

担当　障がい福祉課 ☎０４６（２５２）7132

手話通訳設置
毎週水曜日の午前10時～正午と金曜日の
午後 １時～４ 時※祝・休日のときは翌開庁日。

市役所 １階
障がい福祉課

担当　障がい福祉課 ☎０４６（２５２）7978 ０４６（２５２）7043

駐留軍離職者 19日 毎月第 3木曜日午前10時〜午後 3時 ふれあい会館 ２階
担当　商工観光課 ☎０４６（２５２）7604

児 童 毎週月曜〜金曜日午前９時30分〜11時30分と
午後 １時〜 4時（電話可）

市役所 2階子育て支援課
☎０４６（２５２）7969

母子・父子家庭 毎週月曜〜金曜日午前 ９時〜正午と午後 １時〜 ４時 市役所 2階子育て支援課
（予約制（電話可））� 担当　子育て支援課 ☎０４６（２５２）7201

青 少 年 毎週月曜〜金曜日午前 ９時〜午後 ４時 青少年センター１階
青少年相談室

担当　青少年相談室 ☎０４６（２５6）0907
教 育 毎週月曜〜金曜日午前10時〜午後 ４時 市役所 ５階教育研究所
子どもいじめ
ホットライン

毎週月曜〜金曜日午前 ８時30分〜午後 ６時（電話のみ） ☎０４６（２５9）2164
担当　教育研究所 ☎０４６（２５9）2164

就 学
（障がい児対象）

毎週月曜〜金曜日午前 ８時30分〜正午� 市役所 ５階教育指導課
午後 １時〜 ４時（予約制（電話可））� 担当　教育指導課 ☎０４６（２５2）8732

12月の相談日（祝・休日を除く）※相談はいずれも無料です。
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お問い合わせやお申し込みは原則として祝・休日や年末年始を除く月曜〜金曜日の午前 8 時30分〜午後 5 時15分にお願いします。
なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。
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製造事業所の皆さんへ
～平成25年工業統計調査を実施～

　経済産業省では、平成25年工業統
計調査を12月31日時点で行います。
　調査の実施にあたって、調査をお
願いする事業所には、12月から平成
26年 １ 月にかけて統計調査員が調査
票を持ってお伺いするか、または国
から調査票が直接郵送されますの
で、調査票への回答をお願いしま
す。なお、提出していただく調査票
は、統計法に基づき、統計作成以外
の目的には一切使用されません。秘
密は厳守されますので、正確な記入
をお願いします。
担当� 情報システム課
� ☎046（252）8379　 046（255）3550

市自動交付機とコンビニによる
証明書発行の停止

　機器の更新作業のため、市自動交
付機とコンビニでの住民票と印鑑登
録証明書の発行ができません。ご理
解とご協力をお願いします。
とき＝12月14日（土）の終日　ところ
＝市自動交付機（市役所 １ 階アトリ
ウム内、ラクアル・オダサガ ２階）、
コンビニ（セブン－イレブン、ロー
ソン、サークルＫ・サンクス）　対
象＝暗証番号登録された座間市民
カードおよび利用登録された住民基
本台帳カードをお持ちの方
担当� 戸籍住民課
� ☎046（252）8083　 046（255）3550

教育委員会12月定例会

とき＝12月11日（水）午前 ９時30分
～　ところ＝市役所 ５階教育委員会
室※傍聴や議題について詳しくは、
担当にご確認ください。
担当� 教育総務課
� ☎046（252）8347　 046（252）4311

ご注意ください！深夜騒音

　年末の忘年会シーズンには、深夜
の飲食店からの騒音に関する苦情が
数多く寄せられます。「神奈川県生
活環境の保全等に関する条例」で騒
音の基準が定められており、工場の
みならず飲食店にも適用されます。
店内で発生する音のみならず、営業
が誘因となって発生する店外の人
声、自動車の発着音、自動車の扉の
開閉音などについても、公害が生ず
ることがないように努めることが義

務付けられています。飲食店は、条
例を遵守し、生活環境の保全に努め
てください。
担当� 環境政策課
� ☎046（252）8214　 046（252）7743

お忘れなく！
貯水槽水道の清掃と法定検査

　受水槽にいったん水道水を貯めて
から給水する施設を貯水槽水道とい
い、受水槽以降の施設と水質の管理
は、貯水槽水道の設置者の責任で行
うことになります。水道法および市
条例により、貯水槽水道の設置者は
１年以内ごとに １回、受水槽の清掃
を行うこと、また受水槽の有効容量
が ８立方メートルを超える貯水槽水
道の設置者は、清掃に加え、登録
（指定）検査機関の検査を受けるこ
とが義務付けられています。安心し
て水道水が飲めるよう、前回の清掃
と検査の時期を確認し、 １年以内に
清掃および検査を行うようにしてく
ださい。
担当� 環境政策課
� ☎046（252）8214　 046（252）7743

自死遺族の集い（れんげの会）

　大切な人を自死で亡くした遺族
が、安心して胸のうちを語り合い、
気持ちを分かち合える場です。
とき＝12月18日（水）午後 ２時～４
時　ところ＝ハーモニーホール座間
２階小和室　参加方法＝なるべく、
事前に申し込み※当日の参加も可能
（匿名での参加も可能）。
担当� 障がい福祉課
� ☎046（252）7132　 046（252）7043

障がい者の就労について
気軽に相談を！

　市では、就労支援相談員が、就労
に関する相談に応じています。直接
就職先を紹介することはありません
が相談者一人一人に応じた助言とハ
ローワークをはじめ相談者の事情に
応じて適切と思われる就労支援相談
関係施設を紹介しています。相談内
容の秘密は厳守しますので、お気軽
にご相談ください。
とき＝毎週月曜・火曜・木曜日の午
前10時～正午、午後 １時～３ 時　対
象＝障害者手帳（身体、療育、精
神）をお持ちの方で、一般就労を希
望する方　内容＝ハローワークの利
用方法の案内（場合によっては同行
して求人検索などのサポートも可
能）、面接指導など　相談方法＝事
前に電話で担当に予約
担当� 　障がい福祉課
� ☎046（252）7132　 046（252）7043

12月 ３ 日～９  日は障害者週間

　市では、障害者週間に合わせて、
障がい者団体、障がい福祉サービス
事業所、地域活動支援センターの紹
介や施設に通所している障がい者に
よる作品の展示や販売などを次の通
り実施します。ぜひ、お立ち寄りく
ださい。
とき＝12月 ２ 日（月）～６ 日（金）
午前 ９時～午後 ４時　ところ＝市役
所 １階アトリウム
担当� 障がい福祉課
� ☎046（252）7132　 046（252）7043

発達相談

　乳幼児期（ 4カ月～ 1歳 6カ月）
の運動発達面での心配について、理
学療法士が相談に応じます。
とき＝12月 6 日・13日、平成26年 1
月10日・24日いずれも金曜日午前 9 
時～正午　ところ＝市民健康セン
ター　申込方法＝電話で担当へ
担当� 障がい福祉課
� ☎046（252）7132　 046（252）7043

ご利用ください！
母子家庭等日常生活支援事業

　母子・父子家庭、寡婦の皆さん
が、病気などで日常の家事や育児に
お困りのとき、支援員が身の回りの
お世話をする制度です。
派遣事由＝技能修得のための通学や
就職活動など自立促進に必要な事
由、または病気や看護、冠婚葬祭な
ど社会通念上必要と認められる事由
があるとき※利用には所得制限があ
ります。　お手伝いの内容＝乳幼児
の保育、食事の世話、身の回りの世
話、生活必需品などの買い物、住居
の掃除他　派遣期間＝同一世帯で年
間10日以内が原則　費用＝世帯所得
により一定費用負担あり　申込方法
＝電話で担当へ（ファクス不可）
家庭生活支援員募集
応募資格＝ホームヘルパー ３級以上
または保育士、幼稚園教諭、教員な
どの有資格者　※手伝いをした支援
員には手当を支給します。※家庭生
活支援員についての問い合わせや登
録は担当にご連絡ください。
担当� 子育て支援課
� ☎046（252）7201　 046（252）7043

母子家庭などに貸し付けます！
神奈川県母子寡婦福祉資金

　母子・寡婦・父母のいない家庭な
どの子どもが安心して修学できるよ
うに、無利子で修学資金、就学支度
資金などを県が貸し付けています。
希望する方は、担当にご相談くださ

い。相談には電話での事前予約が必
要です。なお、 ３月末までに貸し付
けが必要な方は、平成26年 ２ 月21日
（金）が申請の期限です。
修学資金＝高等（専修を含む）学
校、大学（短大を含む）、専門学校
で修学するために必要な資金（月額
１万 ８千円～５ 万 ４千円）　就学支
度資金＝高等（専修を含む）学校、
大学（短大を含む）、専門学校など
の入学に必要な資金（15万～58万）　
申請時に必要なもの＝合格通知、必
要経費の内訳が確認できる書類、連
帯保証人の印鑑登録証明書、児童扶
養手当証書
担当� 子育て支援課
� ☎046（252）7201　 046（252）7043

「用途地域の指定のない区域におけ
る建築形態制限の変更原案」の縦覧

　県では、用途地域の指定のない区
域における建築形態制限（「容積率」、
「建ぺい率」、「道路・隣地斜線」）に
ついて、新たに市街化調整区域の地
区計画を定める予定のキャンプ座間
返還跡地地域地区の建築形態制限の
一部を変更する予定です。変更原案
を次の通り縦覧し、意見を募集しま
す。
とき＝12月 ６ 日（金）～20日（金）
午前 ８時30分～午後 ５時15分（土・
日曜日を除く）　ところ＝県建築指
導課、厚木土木事務所東部センター
まちづくり・建築指導課、市役所 ４
階都市計画課
担当� 都市計画課
� ☎046（252）7376　 046（255）3550

都市計画案および
都市計画変更案の縦覧

　市では、都市計画案「キャンプ座
間返還跡地地域地区地区計画」およ
び都市計画変更案「小田急相模原駅
前西地区第一種市街地再開発事業」、
「高度利用地区小田急相模原駅前西
地区」「小田急相模原駅北口周辺地区
地区計画」を作成しました。この案
は、次の通り縦覧することができま
す。なお、当該都市計画の案および
都市計画の変更案については、縦覧
期間満了の日までに市長に意見書を
提出することができます。
とき＝12月 6 日（金）～20日（金）
午前 ８時30分～午後 ５時15分（土・
日曜日を除く）　ところ＝市役所 ４
階都市計画課
担当� 都市計画課
� ☎046（252）7376　 046（255）3550

移動図書館ひまわり号巡回日程

▼ひばりが丘南児童館＝ 7日・21日

午後 ２時30分～３ 時30分▼ＮＴＴ栗
原社宅＝ ４日・18日午前10時30分～
11時30分▼東原共同住宅 ８号棟前＝
12日・26日午前10時30分～11時30分
▼カーサ相模台Ｈ号棟前＝13日・27
日午前10時30分～11時30分▼小松原
１丁目児童遊園地＝ ５日・19日午前
10時30分～11時30分▼東原小学校＝
６日午後 ２時55分～３ 時45分▼相模
野小学校＝ ４日・18日午後 ２時55分
～３ 時30分▼入谷小学校＝12日午後
２時50分～３ 時40分▼中原小学校＝
11日午後 ２時45分～３ 時15分▼栗原
小学校＝13日午後 ２時45分～３ 時35
分
担当� 図書館
� ☎046（255）1211　 046（252）5704

「ざまっと｣に登録のサークル・
団体によるパフォーマンス発表会

とき＝12月 7 日（土）午後 ０時30分
～３ 時　ところ＝Ｄ＆Ｃ座間市役所
店（ざまコミュニティプラザ １階）　
入場＝自由　問い合わせ先＝座間市
民活動サポートセンター☎046（255）
0201　 046（255）3243
担当� 市民協働課
� ☎046（252）8035　 046（255）3550

ざま市民朝市

とき＝12月 8 日、22日いずれも日曜
日午前 ７時～（売り切れ次第終了。
雨天決行）　ところ＝市役所ふれあ
い広場（雨天時は市役所 １階アトリ
ウム）　販売品＝地場産野菜、農産
物加工品、肉、花き、市特産品など　
※22日は座間産豚汁を無料配布。　
持ち物＝買い物袋
担当� 農政課
� ☎046（252）7601　 046（255）3550

「WE　LOVE　ZAMA ！
健康体操」体操普及員講習会

①参加者説明会＝平成26年 1 月14日
（火）午後 ２時～（ １時間程度）　
②講習日＝ 2月 ９日、 ３月 ９日・23
日いずれも日曜日の午後 １時～（ ２
時間程度）　ところ＝①市役所 ４階
４－ ２会議室②市民健康センター １
階多目的ホール　内容＝簡単な技術
指導の講習会を数回受講し、終了さ
れた方に普及員証を交付　参加費＝
無料　申込方法＝12月25日（水）ま
でに氏名、住所、電話番号、年齢を
電 話 、 フ ァ ク ス 、 メ ー ル
（healthy@city.zama.kanagawa�
.jp）または直接担当へ
担当� 健康づくり課
� ☎046（252）7995　 046（255）3550

第２２回座間市
ソフトバレーボール大会

とき＝平成26年 １ 月19日（日）午前
9時30分～（受け付け午前 9時～）　
ところ＝スカイアリーナ座間（市民

体育館） 3階大体育室　対象＝市内
在住者　部門＝①ジュニアの部（小
学生以上で、経験者・初心者コー
ス）②一般の部（中学生以上で、経
験者・初心者コース）③ファミリー
の部（小学生と大人）※中学生以上
は 2人まで試合出場可能。　チーム
編成＝ 1チーム 4～ 6人※各部門と
も男性のみの編成不可（女性が 1人
以上試合に出場すること）、女性の
みの編成は可。　持ち物＝室内用運
動靴、着替え、飲み物など　申込方
法＝12月27日（金）までに担当や市
内小学校に備え付け（市ホームペー
ジからダウンロードも可）の申込用
紙、参加承諾書（中学生以下）に必
要事項を記入し、郵送、ファクスま
たは直接担当へ（市ホームページか
ら電子申請可）
※車で来場の際は、消防本部臨時駐
車場に駐車してください。
担当� スポーツ課
� ☎046（252）8177　 046（255）3550

常設展示「座間のまちかど
―変わる風景　変わらぬ風景－」展

とき＝12月 7 日（土）～22日（日）
午前 9時30分～午後 ４時30分　とこ
ろ＝ハーモニーホール座間常設展示
室　内容＝昭和40年代～50年代と現
在の座間の街の様子を比較展示し、
その変遷を写真資料で振り返る　入
場＝自由
担当� 生涯学習課
� ☎046（252）8431　 046（252）4311

♪今月のロビーコンサート♪
「聖夜を彩る名曲たち」

とき＝12月11日（水）午後 0時30分
～０ 時50分　ところ＝市役所 1階市
民サロン　曲目＝クリスマス・メド
レー　アヴェ・マリア他　演奏者＝
フルート　菅博子さん　酒井みさを
さん　杉田美紀さん　橋本永利子さ
ん
担当� 生涯学習課
� ☎046（252）8476　 046（252）4311

市公民館
☎046（255）3131　 046（252）2776

◆公民館クリスマスおはなし会
とき＝12月18日（水）午後 ２時～
（午前10時30分から乳幼児向けクリ
スマスお話会もあり）　ところ＝講
座室　内容＝パネルシアター、クリ
スマスお話会、わらべうたなど　入
場＝自由

東地区文化センター
☎046（253）0781　 046（253）0789

◆ひがしフリースペース
　同センターでは、不登校、登校拒
否の児童、生徒の居場所として、図
書室を開放しています。
とき＝毎週水曜日午後 5時～ 7時の
間　内容＝本を読んだり、自由に話
をしたり、勉強をしたい人には学習
支援のボランティアが付きます。保
護者の相談も別室で行っています。
※保護者だけの利用も可。　参加方

法＝当日直接同センターへ※原則、
保護者の送迎が必要。問い合わせ方
法＝電話またはメール（koumin_
e@city.zama.kanagawa.jp）で同
センターへ※メールの件名に「一緒
に話そう…」と付けて送信してくだ
さい。
◆あすなろ大学公開自主講座 ４
とき＝12月20日（金）午後 １時30分
～３ 時30分　内容＝あすなろ大学受
講生による研究発表　「相模川砂利
採取（ナベトロ）」「目久尻川あれ
これ」　定員＝40人（先着順）　参
加方法＝当日直接同センターへ
◆ひがし子どもクリスマス会
とき＝12月21日（土）午前10時30分
～正午　内容＝キャンドル点灯式、
サンタさんと歌おう、パネルシア
ター、人形劇「ころころまるパ
ン」、劇「おおきなかぶ」、コーラ
ス　入場＝自由　参加費＝無料
◆新春卓球デー・大会
とき＝平成26年 1 月 5 日（日）①午
前10時～12時②午後 1時～ 3時30分　
内容＝①自由に卓球を楽しむ②卓球
のゲームを楽しむ　対象＝小学生～
成人　定員＝25人（申込順）　持ち
物＝ラケット（持っている人）、運
動靴　申込方法＝12月25日（水）ま
でに電話、ファクスまたは直接同セ
ンターへ
◆パソコン入門講座「ワード入門」
とき＝平成26年 1 月 9 日、16日、23
日、30日いずれも木曜日午後 1時30
分～ 4時30分（全 4回）　内容＝ワー
ドの始め方、文面の装飾、はがき作
りなど　対象＝マウス操作・文字入
力ができ、全 4回出席できる市内在
住・在勤者（市公民館、北・東地区
文化センターでパソコン講座の未受
講者に限る）　定員＝16人（申込順）　
費用＝2,270円　持ち物＝筆記用具　
申込方法＝12月 3 日（火）～26日（木）
に電話、ファクスまたは直接同セン
ターへ

スカイアリーナ座間
☎046（255）0077　 046（255）1188

◆宇佐美式ジョグ＆ウォーク
とき＝平成26年 １ 月11日（土）午前
９時30分～11時30分（開場は午前 ９
時）　内容＝健康・体力づくりのた
めの長続きするウオーキングの秘訣
とジョギングの方法を学ぶ　対象＝
１８歳以上　定員＝５０人（申込順）　
参加費＝500円　持ち物＝運動ので
きる服装、室内用シューズ　申込方
法＝参加費を添えて直接同館へ。電
話予約も可（現金の取り扱いは午後
５時まで。電話で予約の場合、予約
後 １週間以内に手続きを）

◆非常勤職員（助産師・保健師）
募集人数＝ １人　応募資格＝助産
師・保健師有資格者　業務内容＝新
生児訪問（訪問調整、記録など含

む）各種保健事業に従事　勤務期間
＝平成26年 1 月 6 日～３ 月31日　勤
務日時＝月１０回程度（応相談）午前
９時～午後 ４時の間の 3時間　勤務
場所＝市役所 ２階健康づくり課他　
賃金＝ 3時間勤務で5,890円　選考
方法＝面接、健康診断　応募方法＝
市販の履歴書（写真貼付）に必要事
項を記入し、免許証の写しを添えて
12月16日（月）までに本人が担当に
持参
担当� 健康づくり課
� ☎046（252）7225　 046（255）3550

◆ふるさとづくり基金へ
▽平塚信用金庫
◆教育施設整備基金へ
▽100,000円＝長江亦周
◆地域福祉ふれあい基金へ
▽10,000円＝茶道裏千家淡交会相模
支部

○陸上競技協会（市町村対抗かなが
わ駅伝競走大会競技者選考会）
ロードレース大会

▽とき＝平成26年 1 月 5 日（日）午
前 ８時～受け付け▽集合場所＝日産
自動車（株）座間事業所生産技術本部
棟・食堂前▽部門＝①②市内在住の
高校生以上③④市外在住の高校生以
上⑤市内在住の高校生以上（女子）
⑥市内在住の中学生（男子）⑦市内
在住の中学生（女子）▽距離＝①③
５,０００メートル②④１０,０００メートル
⑤⑥⑦３,０００メートル▽参加費＝一
般８００円、高校生５００円、中学生２００
円、協会登録者５００円▽問い合わせ
先＝市陸協事務局☎046（254）3064
（佐藤）へ
○クリスマスコンサート
▽とき＝12月 8 日（日）午後 ２時～
午後 ３時30分（開場は午後 1時３０
分）▽ところ＝相武台コミュニティ
センター▽内容＝座間中学校吹奏楽
部による演奏▽対象＝どなたでも▽
定員＝100人▽参加費＝無料▽参加
方法＝当日直接会場へ▽問い合わせ
先＝同センター☎046（258）3001へ※
駐車場はありません。
○平成26年 4 月 1 日から消費税率が

引き上げられます。
　消費税法等の一部が改正され、平
成26年 4 月 1 日から現行 5%の消費
税（地方消費税を含みます。）の税率
が、 8%に引き上げられます。詳し
い改正内容などにつきましては、国
税庁ホームページ「消費税法改正の
お知らせ（社会保障と税の一体改革
関係）をご覧ください。なお、具体
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５ 面に続く

的な取引などに係る税の取扱いに関
するご相談を希望される方につきま
しては、面接日時などの電話による
事前予約をお願いしておりますので、
ご協力ください▽問い合わせ先＝大
和税務署（代表）☎046（262）9411へ
○しめ縄作り講習会
▽とき＝12月14日（土）・15日（日）午
後 １時～▽ところ＝立野台コミュニ
ティセンター▽定員＝各20人（申込
順）▽参加費＝500円▽持ち物＝霧
吹き、工作ばさみ、花ばさみ、新聞
紙、紙袋▽申込・問い合わせ先＝同
センター☎046（255）0815へ
○冬の古着市
▽とき＝12月15日（日）午前10時～
正午▽ところ＝栗原コミュニティセ
ンター▽内容＝地域の方からご協力
いただいた衣類を低価格でリサイク
ル販売▽入場＝自由▽問い合わせ先
＝同センター☎046（257）7210へ
○市民川柳のつどい
▽とき＝12月15日（日）午後 1時～
４時▽ところ＝市公民館▽内容＝川
柳の句会（課題①寒い②冬の音③
ケーキ、各 ２句）と講演▽対象＝ど
なたでも▽参加費＝500円▽参加方
法＝当日直接会場へ▽問い合わせ先
＝☎046（255）0423（笠間）へ
○おやこの食育教室
▽とき＝12月 7 日（土）午前10時～
午後 ０時30分▽ところ＝市公民館▽
内容＝カルシウム強化のメニュー他
▽対象＝小学生と親▽定員＝15組
（申込順）▽費用＝一組５００円（一
人追加につき200円）▽持ち物＝エ
プロン、布巾 ２枚▽申込・問い合わ
せ先＝市食生活改善推進団体ひまわ
り会☎046（255）8418（山本）へ
○座間精神保健ボランティアグルー

プ「ひだまり」ボランティア募集
▽とき＝ ８月を除く毎月、原則第 ３
土曜日午後に ２時間程度▽ところ＝
サニープレイス座間▽活動内容＝心
の病を持つ方々と共におしゃべり、
ゲーム、絵手紙などして交流、精神
科の専門医療スタッフによるメンタ
ルヘルス相談コーナーも併設してい
ます。特別な資格は必要なく、年
齢・性別不問▽問い合わせ先＝ボラ
ンティアセンター☎046（266）2002へ
○相模野一輪車クラブ「さわやかＺ

ＡＭＡ室内一輪車発表会」
▽とき＝１２月２３日（月）午後 １時～
▽ところ＝スカイアリーナ座間（大
体育室）▽内容＝一輪車によるペ
ア・グループ演技の発表▽入場＝自
由▽問い合わせ先＝☎046（254）7469
（中川）へ
○2015年スタート子ども・子育て新

制度学習会
▽とき＝12月15日（日）午後 2時～
４時▽ところ＝市公民館 ２階会議室
▽内容＝2015年度から始まる子ど
も・子育て新制度の学習会▽対象＝
どなたでも▽定員＝40人（申込
順）、保育あり▽参加費＝無料▽申

込・問い合わせ先＝☎090（4248）6459
（加藤）へ
○ママカフェ＠向陽館

～共に学ぶ「イヤイヤ期の子ど
もとの関わり方」～

▽とき＝12月16日（月）午後 １時～
２時30分▽ところ＝県立相模向陽館
高等学校▽内容＝イヤイヤ期の子ど
もとの関わり方を学ぶ。会場内で高
校生がお子さんの遊び相手をします
▽対象＝ 0～３ 歳児を子育て中の方
▽定員＝20組（申込順）▽参加費＝
無料▽申込方法・問い合わせ先＝
メール（mannen-m@pen-kanaga�
wa.ed.jp）またはファクスで 046
（298）3458（万年）へ

○書の友
▽とき＝毎月第 １・ ２・ ３火曜日午
前10時～正午▽ところ＝市公民館▽
内容＝毛筆（ペン習字も可）の練習
▽対象＝どなたでも▽会費＝月額
1,700円～▽連絡先＝☎046（255）
8738（生田）
○座間読書サークル
▽とき＝毎月第 ３水曜日午前10時～
正午▽ところ＝市公民館▽内容＝古
典の勉強会▽対象＝どなたでも▽会
費＝月額1,500円▽連絡先＝☎046
（253）9079（藤平）
○アクティヴ　ツインズ
▽とき＝毎月第 ２水曜日▽ところ＝
市公民館▽内容＝双子、三つ子の
ファミリー向けの子育てサロンを開
催▽対象＝双子・三つ子の家族、妊
婦▽参加費＝100円▽連絡先＝☎046
（253）7050（鈴木）
○リボン体操会
▽とき＝毎月 ３回金曜日午後 ２時～
４時▽ところ＝立野台コミュニティ
センター▽内容＝健康体操、スト
レッチ、リズム体操、フォークダン
ス▽対象＝中高年のどなたでも▽会
費＝月額750円▽連絡先＝☎046
（255）6919（宝

ホウ

田
ダ

）
○立野台ひばり会
▽とき＝毎月第 ２・ ４水曜日午後 １
時30分～３ 時▽ところ＝立野台コ
ミュニティセンター▽内容＝カラオ
ケサークル▽対象＝どなたでも▽会
費＝月額2,000円▽連絡先＝☎046
（255）0127（市川）
○相模が丘ひばり会
▽とき＝毎月 ２回火曜日正午～午後
１時30分▽ところ＝相模が丘コミュ
ニティセンター▽内容＝カラオケ
サークル▽対象＝どなたでも▽会費
＝月額2,000円▽連絡先＝☎046
（255）0127（市川）
○トゥインクルスター
▽とき＝毎週木曜日午後 ４時30分～
７時▽ところ＝青少年センター▽内
容＝ガールズヒップホップ（初心者
歓迎）▽対象＝年長以上（応相談）
▽会費＝入会金1,000円、月額2,000
円▽連絡先＝☎046（251）4704（伊

６面から続く
藤）※午後 7時以降。
○ミレ・フィオーレ
▽とき＝毎週火曜日午前10時～正午
▽ところ＝青少年センター▽内容＝
コーラスの練習、発表会など▽対象
＝どなたでも▽会費＝月額2,000円
（楽譜など別途購入の場合あり）▽
連絡先＝☎046（253）0196（小糸）
○太極拳愛好会　燦（サン）
▽とき＝毎月 ３回金曜日午後 ７時３０
分～ ９時▽ところ＝さがみ野サンハ
イツ集会室（ひばりが丘 ４丁目）▽
内容＝伝統の武術、健康法を学ぶ▽
対象＝どなたでも（初心者歓迎）▽
会費＝月額３,５００円▽連絡先＝☎046
（254）6006（柳沢）
○サークル遊
▽とき＝毎月第 ２・ ４木曜日午後 ３
時～４ 時45分▽ところ＝ひばりが丘
コミュニティセンター▽内容＝
フォークダンスの練習▽対象＝どな
たでも▽会費＝月額1,500円▽連絡
先＝☎046（255）8703（中沢）

○座間小
▽とき＝毎週火・金曜日午後 ８時～
10時▽ところ＝西中学校▽内容＝マ
マさんバレーボール▽対象＝座間小
学校区在住▽会費＝月額1,000円▽
連絡先＝☎046（255）6217（野島）
○時葉会
▽とき＝毎週火・水曜日午前11時〜
午後 3時▽ところ＝市公民館▽内容
＝三味線、童謡、歌謡曲、端唄、民
謡▽対象＝どなたでも（初心者歓
迎）▽会費＝月額3,000円▽連絡先
＝☎046（240）8983（緒方）
○無外流居合いさま会
▽とき＝毎週火・水・木曜日午後 ７
時～ ９時（土曜日正午～午後 ２時も
あり）▽ところ＝入谷小学校体育館
など▽内容＝無外流居合、剣術、試
し斬り▽対象＝どなたでも（小学生
以上）▽会費＝月額４,500円（小・
中学生2,500円、高校・大学生3,500
円）▽連絡先＝☎090（5537）0080
（藤原）
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　年内の資源物（缶・瓶・紙・布・廃食油）および燃えないごみは次の通
りです。年末のため最終収集日が早まる地区がありますので分別収集カレ
ンダーをご確認の上、間違いのないようお出しください。
　なお、ごみなどの年末年始の収集日について、詳しくは12月15日号でお
知らせします。

担当� 資源対策課　☎046（252）7659　 046（252）7616

○と　き　平成26年 1 月 8 日（水）午後 3時30分〜 5時（午後 3時開場）
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）大ホール
○対　象　座間・海老名・綾瀬市に在住・在勤・在学の方
　※小学生以下は保護者同伴。未就学児も鑑賞できます。
○演奏者　神奈川フィルハーモニー管弦楽団（指揮　角田　鋼亮さん）
○費　用　無料
○申込方法　12月20日（金）までに往復はがきに代表者と同伴者全員の氏
名・年齢・住所（在勤・在学者は会社・学校名）、代表者の電話番号を
記入し、〒252-8566座間市役所生涯学習課「ザマ・プロムナード・コン
サート」係宛てに郵送（当日消印有効）
※ 1枚のはがきで 4人まで応募できます。
※応募者多数の場合は抽選です。12月下旬に結果を通知する予定です。
担当� 県央三市芸術文化振興協議会座間事務局（生涯学習課内）
� ☎046（252）8476　 046（252）4311
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　11月25日から地方税ポータルサイトe
エルタックス

LTAXによる市税の電子申告を開
始しました。申告や届け出をパソコンからインターネットを利用して手続
きすることができます。利用できる手続きは以下になります。

　市では座間市環境マネジメントシステムに基づき、 6月〜 9月の 4カ月
間、市庁舎および公共施設における電力使用量を削減するため、節電対策
に取り組みました。今回は、 4カ月間の節電結果をお知らせします。
　市民の方へは、広報ざまやホームページを通じて節電のご協力をお願い
し、市庁舎や各出張所、図書館を訪れる方へはうちわを貸し出して涼を
取っていただきました。
　その結果、 6月〜 9月の 4カ月合計で、東日本大震災前の平成22年度に
比べ、10.2％の電力使用量を削減することができました。

担当� 環境政策課　☎046（252）7675　 046（257）7743

年末の資源物・燃えないごみ収集日

飛
ひ

田
だ

　まりあちゃん
H25.5 .8生まれ　女
入谷5丁目

濱
はま

田
だ

　逞
たく

生
み

ちゃん
H25.2 .27生まれ　男
相武台2丁目

福
ふく

原
はら

　幸
ゆき

音
ね

ちゃん
H24.11.1生まれ　女
入谷3丁目

　市青少年芸術祭実行委員会では、平成26年 2 月22日（土）・23日（日）
にハーモニーホール座間小ホールで開催する青少年美術展の作品を、次の
通り募集します。
○応募資格　平成26年 2 月21日の時点で、小学生〜30歳の市内在住・在
勤・在学者（小学生は絵画のみ応募可）

○応募規定　最近 1年以内の自作品で、下表の種目一つについて一人 1点
まで（入賞は種目ごとに決定）

○搬入方法　平成26年 1 月17日（金）〜31日（金）（土曜・日曜日を除く）に
直接青少年センターへ

担当� 青少年課　☎046（253）8415　 046（259）2163

○と　き　12月19日（木）午前 8時45分〜正午
○ところ　コトブキ花園他（市役所ふれあい広場集合）
○内　容　「さくら百華の道」花壇散策とクリスマ
ス・正月に向けた花の寄せ植えの体験

○定　員　20人（多数抽選）
○参加費　2,200円（保険・材料費など）
○申込方法　12月10日（火）までに電話またはファクスで問い合わせ先へ
○問い合わせ先　市観光協会　☎046（205）6515　 046（205）6516
担当� 商工観光課　☎046（252）7604　 046（255）3550

夏季の電力使用量
平成22年度

電力使用量（kWh）
平成25年度

電力使用量（kWh）
増減量（kWh）
増減率（％）

6月～ 9月合計 6,585,288 5,910,374 △674,914
△10.2
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夏の節電対策（6月〜9月）結果報告

e
エルタックス

LTAXによる電子申告受け付けを開始

ザマ・プロムナード・コンサート

青少年美術展への出展作品を募集

咲かせ育てる花の体験講座

手　続　き 担　当
個人住民税関係
（給与支払報告書・総括表・特別徴収関係届出）

市民税課

☎046（252）8833
046（255）3550

法人市民税関係
（法人市民税申告書・法人設立等異動届書）

☎046（252）8004
046（255）3550

固定資産税関係
（償却資産申告書） 固定資産税課 ☎046（252）8047

046（255）3550
※詳しくは、eLTAXホームページ http://www.eltax.jp/をご覧ください。

地　区 資源物 燃えないごみ

相模が丘 12月18日（水） 12月25日（水）

ひばりが丘・小松原・広野台・
さがみ野 12月20日（金） 12月27日（金）

栗原中央・南栗原・西栗原・
東原 12月19日（木） 12月26日（木）

立野台・入谷 12月17日（火） 12月24日（火）

座間・新田宿・四ツ谷・明王・
緑ヶ丘・相武台・栗原 12月16日（月） 12月23日（月）

種　目 応募規定

絵　画 四つ切以内の水彩・油彩など（版画を含む）

彫刻・彫
ちょう

塑
そ 彫刻・彫塑で展示可能な作品

イラスト・デザイン 四つ切以内の創作作品（用紙は自由）

写　真 モノクロ、カラーいずれも可。作品はパネルか台紙に貼
り付け（可能な方は撮影データを記載したものを添付）

工　芸 展示可能な作品

※作品に必要事項を記入した応募用紙（市ホームページからダウンロード可）または種
目名・題名・氏名・年齢・住所・電話番号・勤務先（または学校名と学年）を明記した
用紙を添付してください。 夏の節電対策へのご協力ありがとうございます。

引き続き、節電にご理解・ご協力をお願いします。
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